
No 題名 著者 出版社 価格 出版年

1 さらわれた赤ちゃんー児童虐待冤罪被害者たちが再び我が子を抱けるまで 藤原　一枝　著 幻冬舎 1,320 2019

2 「家庭教育」の隘路-子育てに強迫される母親たち 本田　由紀　著 勁草書房 2,200 2008

3 メディア文化とジェンダーの政治学-第三派フェミニズムの視点から 田中　東子　著 世界思想社 2,750 2012

4 カムアウトする親子：同性愛と家族の社会学 三部　倫子　著 御茶ノ水書房 3,960 2014

5 医療ケアを問いなおす 榊原　哲也　著 ちくま新書 858 2018

6 映画とジェンダー/エスニシティ 加藤　幹郎（監修）、塚田　幸光（編集） ミネルヴァ書房 4,620 2019

7 戸籍が語る古代の家族 今津　勝紀　著 吉川弘文館 1,870 2019

8 ケアをするのは誰か？新しい民主主義のかたちへ ジョアン・トロント　著 白澤社 1,870 2020

9 ブルシュット・ジョブ-クソどうでもいい仕事の理論 デヴィッド・グレーバー　著 岩波書店 4,070 2020

10 性からよむ江戸時代 沢山　実果子　著 岩波新書 902 2020

11 ニュクスの角灯(1～6巻） 高浜　寛　著 リイド社 6,693 2016-19

12

企画展示図録　性差（ジェンダー）の日本史
国立歴史民族博物館で開催中の、ジェンダーは社会の中でどのように作られ
てきたかを考える展覧会。実際にご覧になった方、遠くて訪問できなかった
方、いづれも歓迎。（2人まで）

国立歴史民俗学博物館　 国立歴史民俗学博物館振興会 2,500 2020

※先着順にて執筆者が決定したものには線を引いております。
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